












































































各委員からの事前のご意見・ご質問等 

【 佐々木 朋和 委員 】 

○ 地域包括ケア病床の活用について 

  レスパイト、長期等、活用方法があると思うが、どのような使われ方をしているか？ 

地域住民と活用方法のニーズは一致しているか？ 

【 川﨑 和子 委員 】 

○ 団塊の世代が後期高齢者となってくる時期も間近に迫り、今後はますます単身高齢者世帯が

増えていくものと思われます。 

二次医療機関で治療の終了後に入院前の生活に戻るまでには若い人とは違い高齢者ではかな

りの時間がかかるのではないかと思います。退院後すぐには自力での生活が難しい高齢者が自

宅に戻るまでのリハビリ期間の問題を解決していくことも保健医療圏構想の一環として捉えな

ければいけないと考えます。 

両磐地域の県立病院間ではその際の受入れ体勢について連携をどのようにしていこうと考え

ているか、また現状ではどのような取り組みがなされているかお聞きします。 

  また、保健医療圏構想では個人がかかりつけ医を持つ、あるいは家族で家庭医を持つという

考え方が必要だと言われていたと記憶します。 

しかし、数年たった今でもこの考えは実際にはまだ一般的に広まっていないように感じます。

かかりつけ医としてトータルで体の状況を把握しておいてもらいたいという患者側の思いが、

一、二回の通院ではうまく伝わらないということもあろうかと思いますし、受け手の一次医療

機関側でもかかりつけ医として患者を診るという意識を持っていいないように見受けられま

す。 

住民の私たちは万が一病気になった場合、早期に発見し、治療をして元の生活に戻るという

一連の医療行為をスムーズに受けることができる環境を切実に求めています。 

その実現のためには両磐地域内の一次、二次すべての医療機関どうしの連携と話し合いを深

めていただく必要があると思います。 

以上、要望も含めて申し述べましたが、それに関連する取り組み等について行われているこ

とがありましたらお教え願います。 

【 千葉 照子 委員 】 

○ 外来での事、50 代の女性患者、車イスで看護師さんに連れてこられました（その後一人）。

待ち時間 1時間以上、点滴しながら高熱の様子、大変つらそうに見えました。 

 ※こんな時、（診察までの間）横になるスペースがあればと思いました。 

○ 職員の対応、言葉のトーン、少しずつ向上している。とてもいい事ですね。 

【 小山 峯雄 委員 】 

○ 長期入院患者の退院促進について、近年（３年間位）の推移と、退院後の当事者本人の生活

実態について把握出来ている範囲内で教えていただければと思います。 

  また、退院して良かった実例等を何例かお聞きしたいと思います。 

 ※個人情報の問題が有ると思いますので、差し支えない範囲でお願い致します。 

 

【当日配付資料】 


